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一般的なアクセス分析ツールがUAからGA4に完全移行

Universal Analytics(UA) Google Analytics4(GA4)

UAの次世代版

アプリ等も含めたアクセス分析に利用

一般的なWeb解析ツール

Webサイトのアクセス分析に利用

設定方法が違う

計測指標が違う

レポートメニューが違う
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UAのデータは今どうなっている？
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データは取得されておらず、過去データだけが残っている



UAのデータは今どうなっている？
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UAに残った計測データの削除スケジュール

～2024年6月 データアクセスのみ

2023年6月末
UA計測終了

20242023

UA

GA4

2025

7月以降UAに残ったデータを確認することはできない

2024年6月末
UAデータ削除
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過去データを捨ててはいけないふたつの理由

なぜ過去のデータを捨ててはいけないの？

アクセス分析には、過去データとの比較が不可欠だから

UAのアクセス分析データはファーストパーティーデータだから
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過去データを捨ててはいけないふたつの理由

なぜ過去のデータを捨ててはいけないの？

アクセス分析には、過去データとの比較が不可欠だから
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過去データとの比較が必要な理由-アクセス分析基本の考え方

1． 長期的にデータを比較 3． 外部要因を考慮する
2. 分析したデータは

レポートにして保管する

必要なデータを必要な時に参照できる環境が大切

その場で計測された数値だけを見ても、
多いのか？少ないのか？どんなことが
課題になっているか？はわからない。
一つひとつの数字に一喜一憂せず、相
対的にデータを見ていくことが大切。

自社の取り組みや事業の認知状況だけ
でなく、ニュースや検索エンジンの状況
によってアクセス数が増減するケースも。
外部要因を認識し、記録しておくことで、
比較する際の判断材料にもなる。

計測したデータは決まったフォーマット
のレポートにしておくことで、過去との
比較が容易になる。
記録したレポートは社内で保管し、関係
部署とも積極的に共有しよう。

なぜ過去のデータを捨ててはいけないの？ - 過去データとの比較が不可欠だから
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UAのデータを捨ててしまうと……

1． サイト開設時からのデータが消えてしまう 2. 今後の推移予測が難しくなる

GA4のサービス開始は2020年10月。どれだけ早くプロパ
ティを作成してあっても、2020年9月以前のデータを取得す
ることはできない。
サイト開設がGA4のサービス開始後かつ、GA4のみでデータ
取得を行っていない限り、登録以前のデータは失われる。

例えば年ごとにある繁忙期や、決算発表前後のアクセス状況
はある程度一定の動きを見せるもの。
過去のデータが残っていないと、これらの動きから「今後も同
じ動きが起こるはず」あるいは「変更した取り組みによりこの
動きが変わるはず」と予測を立てることが難しくなる。

なぜ過去のデータを捨ててはいけないの？ - 過去データとの比較が不可欠だから
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例)コロナ禍以前にあったイベントや施策のデータと比較したい

UAにしか残っていないデータがあるため、捨てると比較できない

なぜ過去のデータを捨ててはいけないの？ - 過去データとの比較が不可欠だから

202320２2

UA

GA4

2024

2023年6月末
UA計測終了

2021年
GA4プロパティ作成

20２1

展示会出展時のアクセス状況に
変化があるか確認したい！

前回の開催は2019年だ……

GA4の
データはない
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過去データを捨ててはいけないふたつの理由

なぜ過去のデータを捨ててはいけないの？

UAのアクセス分析データはファーストパーティーデータだから



いずれは全廃止

なぜ過去のデータを捨ててはいけないの？
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②サードパーティCookieの廃止が決まっているから

20242023 2025

参考：ウェブ向けのプライバシー サンドボックスのスケジュール
https://privacysandbox.com/intl/ja_jp/open-web/#the-privacy-sandbox-timeline

2025年
段階的に廃止

サードパーティ
Cookie

2024年
1%を試験的に廃止

2023年3Q
Chromeでテスト開始



サイトのアクセス分析
データ

(UA・GA4)

会員登録情報
(自社サイト)

購買記録データ
(自社ECサイト)

など
自社で収集したデータ
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サードパーティCookie廃止後のデータ収集

自社で収集できるデータをいかに強化できるかが重要

なぜ過去のデータを捨ててはいけないの？

ファーストパーティ
データ

ユーザーが積極的に
提供した指向性データ

(アンケートなど)

ゼロパーティー
データ

協力企業が持つ
ファーストパーティ

データを
許諾を経て
連携したもの

セカンドパーティ
データ

企業が収集・管理できるデータ

▶UAデータも重要なファーストパーティデータのひとつ

他社サービスを
利用して

取得するデータ
(MAツール・広告など)

サードパーティ
データ
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サードパーティCookie廃止後のデータ収集

自社で収集できるデータをいかに強化できるかが重要

なぜ過去のデータを捨ててはいけないの？

ファーストパーティ
データ

ユーザーが積極的に
提供した指向性データ

(アンケートなど)

ゼロパーティー
データ

協力企業が持つ
ファーストパーティ

データを
許諾を経て
連携したもの

セカンドパーティ
データ

企業が収集・管理できるデータ

▶UAデータも重要なファーストパーティデータのひとつ

他社サービスを
利用して

取得するデータ
(MAツール・広告など)

サードパーティ
データ

廃止へ



はじめに

第1章 ：UAのデータは今どうなっている？

第2章 ：なぜ過去のデータを捨ててはいけないのか？

第3章 ：UAのデータをバックアップする方法

第4章 ：過去データをアクセス分析に活用するには？

まとめ



19

UAのデータをエクスポートする方法

レポート画面から必要事項を設定する

UAのデータをエクスポートしよう

エクスポートしたい
項目を選ぶ

エクスポートしたい
期間を選ぶ
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UAのデータをエクスポートする方法

ファイルを指定してデータをエクスポートする

UAのデータをエクスポートしよう

エクスポートしたい
ファイルの種類を選ぶ
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エクスポートできるファイルの種類

自社が使いやすいデータ形式でエクスポートしよう

UAのデータをエクスポートしよう

PDF Excel,スプレッドシート CSV



22

データエクスポートの注意点

UAのデータをエクスポートしよう

1． 作業が大変
3．エクスポートに工夫が
必要なデータもある

2. エクスポートした
ファイルがわかりづらい

UAのデータを全て残す場合、全レポー
トの全項目に対してエクスポートの作業
を繰り返す必要がある。
エクスポート作業は余裕をもって進める
べき。

レポートの設定内容によっては、セグメ
ントをかけた状態でエクスポートしない
と意図したデータにならないケースもあ
る。

ExcelやCSVでのエクスポートの場合
数値データのみが抜き出される。
UAで見た状態と同じように表示する
には、改めてグラフ化する、PDF出力も
活用するなど工夫が必要。

エクスポート作業は余裕をもって進めよう
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必ず残しておきたいデータの選び方は？

Webサイトの制作会社やパートナーとも相談して保存を

UAのデータをエクスポートしよう

現在使用しているレポートと照らし合わせて選ぶ
ex)ページの閲覧数・訪問数・ページごとの閲覧数など、現在のレポートと近しい項目

現在行っている・行う予定がある施策の推移が分かる項目を選ぶ
ex)ページの閲覧数×参照元など、キャンペーンの効果測定に必要な項目

自社でレポートに起こす時必要な項目を選ぶ
ex)円グラフにするか？棒グラフにするか？今後も過去データとして参照しやすい方法を考える
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GA4にもある、データ保管の問題点

GA4のデータも定期的にエクスポートが必要

GA4のデータを保管しておく方法

制限なし 最大14ヶ月
2ヶ月、14ヶ月から選択

データの保管期間の変化

UA GA4
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GA4のデータをエクスポートする

UAと同様、必要な全てのメニューで繰り返す必要がある

GA4のデータを保管しておく方法

エクスポートしたい
項目を選ぶ

ファイル形式を選ぶ



GA4のデータを保管しておく方法
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GA4連携型ツールを利用して、保存期間以降も過去データを残す

GA4連携型アクセス分析ツール MEGLASS finder

基本的な分析項目は設定不要

期間比較がその場でできる

★ワンクリックでレポート出力

★14ヶ月以降もデータ保存可能

★検索エンジンやSNSの外部情報もチェック

※★はエントリー・ビジネスプランでご利用いただけます

手間をかけずに、パパっとアクセス分析を行うためのツールです



GA4のデータを保管しておく方法
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プロパティ作成以降のデータを自動で保管できる

無料プランでもデータは保存されており、プラン切替で閲覧可能

GA4のデータがあれば
ツール上で表示できる

※前月以前のデータ表示、詳細期間設定はエントリー・ビジネスプランでご利用可能です



GA4のデータを保管しておく方法
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14ヶ月以前のデータでもレポート出力が可能

別ツールとの連携、Excelへの転記作業も不要。自社フォーマット用にデータのみ出力も可

計測画面 レポート

※エントリー・ビジネスプランのみのご提供となります



GA4のデータを保管しておく方法
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UAに近い項目で過去データとの比較ができる

総閲覧数
PV数

1訪問あたりの
平均閲覧ページ数

ページ/セッション

総訪問数
セッション数

総ユーザー数
UU数

1日の
平均訪問数

平均セッション数

エンゲージ
されなかった割合

直帰率

1訪問あたりの
平均滞在時間
平均滞在時間

基本的な計測項目の確認は1メニュー内で完結



GA4のデータを保管しておく方法
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MEGLASS finderを利用することでデータ保管が容易になる

データを
チェック

GA4
を利用

各レポートから
計測項目をチェック

計測データを
レポートフォーマットに転記

加工が必要なデータを
加工してまとめ

出力
設定ページをチェック

次の施策を検討

MEGLASS
finder
を利用

アクセス分析業務の負担を大幅に軽減することで、改善検討に時間を割ける

60分以上かかることも

10分でここまで
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過去データを捨ててはいけないふたつの理由

まとめ

アクセス分析には、過去データとの比較が不可欠だから

UAのアクセス分析データはファーストパーティーデータだから
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必ず残しておきたいデータの選び方は？

Webサイトの制作会社やパートナーとも相談して保存を

まとめ

現在使用しているレポートと照らし合わせて選ぶ
ex)ページの閲覧数・訪問数・ページごとの閲覧数など、現在のレポートと近しい項目

現在行っている・行う予定がある施策の推移が分かる項目を選ぶ
ex)ページの閲覧数×参照元など、キャンペーンの効果測定に必要な項目

自社でレポートに起こす時必要な項目を選ぶ
ex)円グラフにするか？棒グラフにするか？今後も過去データとして参照しやすい方法を考える



まとめ
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GA4連携型ツールを利用して、保存期間以降も過去データを残す

GA4連携型アクセス分析ツール MEGLASS finder

基本的な分析項目は設定不要

期間比較がその場でできる

★ワンクリックでレポート出力

★14ヶ月以降もデータ保存可能

★検索エンジンやSNSの外部情報もチェック

※★はエントリー・ビジネスプランでご利用いただけます

GA4のデータも14ヶ月の保存期間に注意



セミナー参加特典：MEGLASS finderエントリープラン無料体験

36

本セミナーにご参加・ご希望をいただいた方は、エントリープランを期間限定でご利用いただけます

ご利用の流れ

STEP１

STEP2

STEP3

アンケートにてご利用希望の旨をお知らせください
まずは無料登録のご案内をさせていただきます

当社でプラン変更を行います。2024年8月31日(土)まで

エントリープランを無料でご利用いただけます

2024年9月以降も、無料プランとして

アカウントをご利用いただけます

申し込み

プラン
変更

終了後も
利用可能

※法人様、自治体・公共団体様、限定となります。予めご了承ください。

2024/5/15

エントリープランの特長

1クリックで
レポート出力

Webサイトに
関する最新情報

任意のページを
個別分析・AI分析
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